
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【問い合わせ先】郡山市社会福祉協議会 

   各種事業に関すること ℡ ０２４－９３２－５３１１ 

            ℡ ０２４－９３２－６７６８ 
 
           http://www.koriyamaｰshakyo.jp/                                               

 
 
 
  

特       集 ◇災害ボランティアの活動と今後の支援 

◇県内外から約４千名の災害ボランティア！ 

◇今年も元気に「買い物支援バス」運行中！ 

◇歳末たすけあい募金の使途 

◇郡山市社会福祉協議会職員募集 

＜編集・発行＞  

社会福祉法人郡山市社会福祉協議会 

〒963-8024 郡山市朝日一丁目29-9 

                   (郡山市総合福祉センター１階)    

 TEL ０２４－９３２－５３11 FAX 024－９３２－6768 
お し ら せ 

募  集 

ホームページ Face Book こおりやま 社協 検索 

資   格     介護福祉士、介護職員初任者研修、 

         旧ヘルパー2級課程修了者 

         ※要普通免許 

勤務時間   希望の曜日、時間帯を登録いただいて 

         勤務するシステムです。  

         ※勤務時間については、応相談 

賃  金     時給1,200円～   

         早朝〃夜間勤務割増あり、通勤、資格、 

         日曜〃祝日、 処遇改善手当等、加算あり 

応   募       随時。電話連絡のうえ、履歴書をご持参 

         ください。 

         （担当：ホームヘルプサービスセンター） 

介護スタッフ募集（登録ヘルパー） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

例えば、こんな時に… 
〇朝のゴミ出しに困っている… 
〇お掃除やお風呂の掃除を手伝ってほしい… 
〇買い物に困っている… 

〇電球交換や季節の衣類の出し入れが不安…など 

助っ人会員(有償ボランティア)がお手伝いします！ 

 ①ゴミ出し ②掃除 ③簡単な家事 ④買い物  
 ⑤外出時(通院、買い物)の付き添い ⑤その他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
※利用時間は、１日１回２時間を限度とする。 
※年末年始、土日、祝日を除く。 

 
 

 
「住民参加型在宅福祉サービス事業」 

たすけあい活動 

 高齢者・障がい者・妊産婦の日常生活に 
おいて「ちょこっと困っている…」ことや 
「安心できる自立生活」のお手伝いをする 
応援団です。 

【曜日・時間】 月曜～金曜日 
        ７時３０分～１７時 
        (必要に応じて７時～１９時) 
【利用料】  １０分単位 １００円 
       （チケット事前購入制） 

            
 
                         
 
 
 
 
 
 
 
 

 冬期間(１２月～翌年３月)、買い物
に行く手段がなく、困っているという
方は多いです。当協議会では、高齢者
を対象とした買い物支援バスを該当地
域で運行しています！買い物支援バス
を利用した方からは「冬は雪が降って、
自分で買い物に行くのは大変だから、
とても助かります！」といった好評の
声をいただいております。 

 

 

 

 

 

 昨年１２月１日から、市内の各地
域で歳末たすけあい運動が行われま
した。ボランティア団体などによる
世代間交流や見守り訪問活動、こど
も食堂などが４９か所で実施され、
皆様の身近な地域の歳末たすけあい
活動に役立てられました。 

歳末たすけあい募金による 
       地域の歳末行事！ 

郡山地区社会福祉協議会 久留米支部 
           クリスマス会 

買い物支援バス （湖南地域の方々） 

■募集期間 令和２年２月２９日まで 

■募集対象 高校生以上の「雪かき」が 

      できる方 

      ※企業・団体・学校等、 

       グループでのお申込みOK！ 

■作業内容 玄関付近など日常生活に支障 

      をきたす範囲の雪かき 

      ※屋根の雪下ろしは除く。 

■活動期間 令和２年３月３１日までを予定 

      しております。 

買い物支援バス元気に運行中！ 

【日時】 令和２年３月１２日（木）・１３日（金） 
    ９：３０～１７：００（二日間とも） 
【会場】 郡山市総合福祉センター ３階洋室2・3 
    郡山市朝日一丁目29-9 

健康生活支援講習 支援員養成講習 
認知症サポーター養成講座のご案内 

 健康増進・介護予防に関する知識、高齢者支
援に役立つ技術など、楽しく学ぶ事ができます。 
 自分のために、家族のために、地域のために、
互いに助け合い、ボランティア活動に役立つ講習
会です。 

申込に 
ついて 

お問い
合わせ TEL.０２４-５４５-７９９６  

FAX.０２４-５４５-７９２３ 

雪かきボランティアを募集します！ 

高齢者世帯や障がいのある方の世帯等の
雪かきを支援します！ 

「地域福祉を支える大きな力」 

寄付のお願い 

地域福祉活動 

会食会、茶話会、子育てサロン等 

ボランティア・市民活動の推進 

ボランティア講座、福祉教育の推進 

災害ボランティアセンターの設置等 

各種福祉推進事業 

福祉バスの運行、災害被災者への

援護活動等 

市民啓発の推進 

広報誌の発行、ホームページ・ＳＮＳ

による情報発信、イベント開催等 

皆様からのあたたかい善意は、
様々な福祉活動に役立てられます。 

生活支援コーディネーター（職員）を募集します。 

♢応募方法 随時。事務局管理課(☎024-932-5311)まで 
      お問い合わせください。 
     ♢採用月日 令和２年４月１日（予定） 
♢採用人数 ６名（職員増員のため） 
♢雇用形態 常勤嘱託職員 
♢職  種 生活支援コーディネーター（事務職員） 

♢職務内容 1.地域の社会資源を適切に把握し、住民のニーズに 

       合わせた新しい福祉サービスの開発と育成 
     2.地域における新しい福祉ネットワークの構築 
     3.地域において高齢者の生活支援。介護予防に関する 
      ニーズと提供体制の構築とマッチング 

郡山市社会福祉協議会 職員募集 
 「V6」井ノ原快彦さん、「嵐」相葉雅紀さん、 「NEWS」増
田貴久さん、「Hey! Say! JUMP」山田涼介さん、「Sexy 
Zone」中島健人さんの５人が「 Johnny’s Smile Up ! 
Project」活動を通じて、被災された方々へ元気と希望を

与えてくださいました。 
 

【Johnny’s Smile Up ! Project】  
 エンターテイメントに触れていただく時間も、困難な状
況が訪れた時も、どんな時でも“一人でも多くの皆様が
笑顔になれる”時間を提供していきたいという思いが込
められております。 

 ボランティアセンター          ℡ ０２４－９２４－２９６８ 

 ホームヘルプサービスセンター    ℡ ０２４－９２４－２９６０  

 指定居宅介護支援事業所       ℡ ０２４－９２４－２９６１ 

   指定特定・障害児相談支援事業所 
   障がい者相談事業所 

   避難者生活支援相談室        ℡ ０２４－９５３－８３３７ 

℡ ０２４－９８３－８３１１ 

https://3.bp.blogspot.com/-d8fxigEMdbo/XDXb2XsBkaI/AAAAAAABRE0/ivXmYbZe4vsxLTgqcOIX7boJnBO9R_U5gCLcBGAs/s800/denkyu_koukan_taihen_obaasan.png
http://koriyama-shakyo.jp/index.html
http://koriyama-shakyo.jp/index.html


 

令
和
元
年
十
月
十
三
日
頃
、
郡
山 

市
に
接
近
し
た
台
風
十
九
号
に
よ
り

市
内
の
約
一
万
世
帯
が
被
災
し
ま
し

た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
当
協
議
会
で
は
同

月
十
五
日
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害
Ｖ
Ｃ
）
を
設

置
し
、
水
害
に
遭
わ
れ
た
方
の
住
宅

家
財
の
搬
出
や
泥
出
し
、
掃
除
な
ど

の
支
援
と
し
て
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
調
整
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。 

 

被
害
が
甚
大
だ
っ
た
芳
賀
・
水
門

町
に
芳
賀
サ
テ
ラ
イ
ト
、
田
村
町
徳

定
に
徳
定
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
置
し
、

地
区
支
部
社
協
・
町
内
会
・
民
生
委

員
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
被
災
の

状
況
に
応
じ
た
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対

応
に
努
め
ま
し
た
。 

台風１９号から約３か月。 

災害ボランティアセンターから 

『郡山市台風１９号 

 生活支援・地域ささえあいセンター』へ 

今後も継続的な支援を。 

過
去
最
大
級
の
台
風
十
九
号 

被
災
さ
れ
た
方
か
ら 

感
謝
の
お
手
紙 

 
 

 

『
こ
の
度
の
台
風
十
九
号
に
よ
る
水

害
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
一

方
な
ら
ぬ
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

欄
間
ま
で
届
い
た
泥
水
、
ど
こ
か
ら

と
も
な
く
流
れ
着
い
た
ド
ラ
ム
缶
、
パ

レ
ッ
ト
、
浴
槽
等
々
。
ま
た
、
家
の
中

は
畳
が
持
ち
上
が
り
、
家
具
と
い
う
家

具
は
す
べ
て
所
定
の
位
置
に
は
な
く
、

横
倒
し
の
状
態
で
し
た
。
老
い
た
私
ど

も
夫
婦
で
は
、
ど
う
も
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
し
ば
し
呆
然
と
眺
め
る
だ
け
で

し
た
。
意
を
決
し
て
小
さ
い
も
の
か
ら

片
づ
け
を
始
め
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
に

も
重
い
畳
、
倒
れ
た
家
具
は
一
向
に
動

か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
ん
な
と
き
、
近
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
姿
を
お
見
受
け
し
、
早

速
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
応
援
を

要
請
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
セ
ン
タ
ー
の

迅
速
な
対
応
で
翌
々
日
に
は
八
名
の
屈

強
な
若
者
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

ま
し
た
。 

 

統
制
の
取
れ
た
動
き
で
あ
っ
と
い
う

間
に
あ
の
重
た
い
畳
、
家
具
を
搬
出
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
の

思
い
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

 

折
し
も
十
一
月
四
日
は
私
ど
も
の
四

十
六
回
目
の
結
婚
記
念
日
で
し
た
。
神

様
か
ら
の
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂
い

た
よ
う
な
、
幸
せ
な
気
持
ち
で
し
た
。 

 

皆
様
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
、
善

意
の
ご
努
力
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く 

前
向
き
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
』
（
一
部
抜
粋
） 

 

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
。 

郡
山
市
台
風
十
九
号
生
活
支
援
・ 

地
域
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
開
設 

  
台
風
十
九
号
に
よ
る
災
害
Ｖ
Ｃ
は
、

昨
年
十
二
月
一
日
を
も
っ
て
閉
鎖
し
、

生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
生
活
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
避
難 

郡 山 市 台風１９号生 活 支 援 ・ 地 域 さ さ え あ い セ ン タ ー 
台風19号により被災された皆様が安心した日常生活が送れるよう、生活相談などの支援を行います！ 

 
 
 
 
 

 

 
 

営業日時   月曜日から金曜日 午前８時３０分～午後５時１５分まで 

開設場所   郡山市桑野一丁目５－１７深谷ビルＢ棟１階 

問合せ先   ０２４-９５３－８３３７ 
相談内容   生活再建の困りごと、生活費の不安、引っ越し先での心配ごと 

Ｖ 
よりそい 

生活支援相談員等が、応急仮設
住宅などの第２次避難所を訪問し、

見守りや声かけを行います。 Ｖ Ｖ 
つなぎ 

日常生活や再建に関する相談
に応じ、生活支援や関係機関
などにつなぎます。 

つながりづくり 
慣れない地域や生活で孤立し
がちな被災者の方を地域での
サロンなどにつなぎます。 

 

み
な
さ
ん
は
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は 

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
・
・
・ 

               
 

な
ど
、
地
域
の
魅
力
発
信
や
課
題
解
決
の
た

め
、
今
日
も
元
気
に
地
域
に
寄
り
添
っ
た
活
動

を
し
て
い
ま
す
。 

 

郡
山
市
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

現
在
七
名
！ 

 

 

今
回
は
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活

動
や
、
そ
の
中
で
発
見
し
た
地
域
の
魅
力
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

地域の集いの場への参加 研修会の開催 

地域資源の発見 住民からの相談・支援 

地
域
の
課
題
を
見
え
る
化 

～
住
民
同
士
の
「
絆
」
で
非
常
時
に
備
え
る(

湖
南
地
区)

～ 
 

 

湖
南
町
の
民
生
委
員
さ
ん
か
ら 

「
避
難
所
の
場
所
が
わ
か
ら
な
い
」 

「
災
害
な
ど
非
常
時
に
地
域
で 

助
け
合
え
る
体
制
を
構
築
し
た
い
」 

な
ど
の
意
見
が
挙
が
り
、
生
活
支 

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
含
め
て 

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

 

自
力
で
避
難
が
難
し
そ
う
な
お

宅
や
民
生
委
員
、
区
長
な
ど
の
自

宅
を
マ
ッ
プ
へ
色
分
け
し
、
誰
が

サ
ポ
ー
ト
す
る
か
な
ど
を
検
討
し

ま
し
た
。 

 

今
後
は
、
こ
の
マ
ッ
プ
を
非
常
時
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
の

見
守
り
マ
ッ
プ
と
し
て
も
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

 

ま
た
、
湖
南
町
は
積
雪
量
が
多
い
た
め
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
町
内
で
「
雪
か
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
を

結
成
し
よ
う
」
と
い
う
話
し
合
い
も
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
も

地
域
で
の
支
え
合
い
が
よ
り
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

（地
図
を
使
っ
て
地
域
の
気
に
な
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

箇
所
を
色
分
け
） 

買
い
物
弱
者
を
救
え
！ 

 
 

～
住
民
の
声
か
ら
生
ま
れ
た
買
い
物
支
援 

 
 

 
 

 
 

 

「
走
る
コ
ン
ビ
ニ
」
～ 

 

現
在
、
全
国
で
買
い
物

弱
者
が
急
増
す
る
中
で
、

矢
吹
デ
イ
リ
ー(

田
村
市
船

引
町)

の
矢
吹
俊
勝
代
表
は
、

移
動
手
段
を
持
た
な
い
地

域
の
高
齢
者
の
声
を
聞
き
、

移
動
販
売
車
「
走
る
コ
ン

ビ
ニ
！
」
を
開
業
し
ま
し

た
。 

 

原
発
事
故
後
、
仮
設
住

宅
を
巡
っ
て
販
売
を
続
け 

380種類以上の品揃えを誇る移動販売車 

て
い
ま
し
た
が
、
口
コ
ミ
で
そ
の
需
要
は
大
き
く
広
が
り
、

郡
山
の
中
田
町
・
田
村
町
・
西
田
町
お
よ
び
日
和
田
町
で
も

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

 

個
人
宅
ま
で
配
送
を
行
い
、
品
物
の
要
望
に
も
応
え
て
い

ま
す
。 

 

軒
先
で
矢
吹
デ
イ
リ
ー
の
移
動
販
売
車
が
止
ま
る
と
そ
の

家
の
住
民
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣
住
民
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
買
い
物
が
終
わ
っ
た
後
に
お
茶
飲
み
会
が
始
ま
り
ま
す
。

集
い
の
場
と
し
て
も
移
動
販
売
車
は
一
役
買
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。 

※

移
動
販
売
車
が
来
る
曜
日 

 

中
田
町
・
田
村
町(

火
曜
・
金
曜
日) 

 

西
田
町
・
日
和
田
町(

水
曜
日) 

☆
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は 

矢
吹
デ
イ
リ
ー
事
業
所 

０
２
４
７-

８
５-

２
５
５
０ 

ま
た
は
、
担
当(

新
田)  

０
８
０-

１
８
２
６-

１
１
４
７ 

 
 

い
つ
ま
で
も
こ
の
地
域
で
！ 

～
地
域
を
ま
わ
っ
て
魅
力
や
課
題
を
発
見
～ 

 

全
国
各
地
か
ら
の
協
力 

 

被
災
後
、
災
害
Ｖ
Ｃ
に
は
、
全
国

各
地
か
ら
約
四
千
人
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
は
多
大

な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
サ

テ
ラ
イ
ト
設
置
と
し
て
、
場
所
を
提

供
い
た
だ
き
ま
し
た
芳
賀
地
域
公
民

館
、
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山
、

日
大
工
学
部
、
赤
木
地
域
公
民
館
、

逢
瀬
川
集
会
所
の
お
か
げ
で
、
災
害

Ｖ
Ｃ
を
よ
り
円
滑
に
運
営
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

所
か
ら
新
居
へ
自
力
で
は
引
っ
越
し
で

き
な
い
方
の
支
援
や
被
災
さ
れ
た
自
宅

の
片
付
け
、
生
活
へ
の
丌
安
な
ど
の
相

談
対
応
を
引
き
続
き
行
い
、
生
活
再
建

へ
の
お
手
伝
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
二
月
か
ら
は
、
生
活
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
台
風

十
九
号
生
活
支
援
・
地
域
さ
さ
え
あ
い

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々

が
安
心
し
た
日
常
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

見
守
り
や
困
り
ご
と
の
相
談
、
関
係
機

関
へ
と
つ
な
ぐ
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。 

 

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所
に
よ
る 

 
 

 
 

 

炊
き
出
し
（
表
紙
写
真
） 

 
 

十
月
二
十
日
に
、
日
大
工
学
部
サ

テ
ラ
イ
ト
で
、
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所

の
ア
イ
ド
ル
五
人
か
ら
約
八
百
食
の

焼
き
し
ゃ
ぶ
丼
・
味
噌
汁
の
炊
き
出

し
と
ド
リ
ン
ク
が
配
ら
れ
、
被
災
者

に
元
気
を
不
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

皆
で
話
し
合
っ
て
作
業
し
て
い
る
と
「
こ
の
方
は
ひ
と
り
暮

ら
し
だ
け
ど
、
○
○
さ
ん
が
よ
く
お
邪
魔
し
て
様
子
を
見
て
い

る
み
た
い
だ
よ
」
な
ど
新
た
な
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。 


